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う＿j とおっしゃってくださった。   
使い回しの第2は、、高校時代の同級生の友人が当時個人雑誌として発行していた『論理学と哲学』への投  
稿においてであった。 「スラッファの経済学 付論・阿一藤嶋論争へのコメントjと題されたそれは、レポ  
ートを加筆・修正したものに解題的な「はじめに」とÅ門的なi▲スラッファとは何者か」の節を加えたもの  
であった。同誌は、彼の友人と彼が当時通っていた大学で彼が受講した教員を対象に配布されていたもので  
あるが、失礼ながらそんな雑誌でもいいから形にして残しておきたかったのだ。   
使い回しの第3は既に述べた「参考論文．＿jであり、そして第4はまさに今回である。  
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さきほど「森嶋通夫氏を論破した」などと「自負」を披露したが、実際には、同氏の世界的な業績を論破  
したものではなく、要するに学部学生でも解決できるような単純なミスを訂正したに過ぎない。たまたま世  










いたのであった。ここにおいて私は、初めて学問の奥深さに打ちのめされたのであった。   
私は決してパシネッティをパタってはいなかった。さきに述べたように、1990年度の冬休みを費やして、  
独力で行列による定式化を「発見」したのであった。しかしながら、1977年の時点において、パシネッティ  


























ーバー ドクターとなっての4回生のときと2年連続で2次試験まで残ったがいずれも不合格となった。4回  
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生のときから情報開示ということで順位を教えてもらえるようになったが、2次試験に5名が残ったところ、  






































のは軌一一一人である。、私は全く親不孝看で、親族の中でも最も片身が狭い存在である。   
そういうわけで、大学院進学を考えている方はよくよく考えた方がよかろう。   
解題のつもりが、暗い話で締めくくってしまってすみません。  
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